
感謝の思いを乗せて
農家民宿泰山堂が開業 20周年で内陸線イベント（関連記事4ページ）

秋田内陸線車内で笑顔を見せる泰山堂の藤井ご夫妻
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人権擁護委員として地域へ貢献

門脇主彦氏に感謝状贈呈
　平成 21 年７月から大曲人権擁護委員
協議会の委員として、２期６年にわたり、
地域の相談役、啓発活動に貢献されてき
た門脇主彦氏（西木町上桧木内）の退職
に伴い、このたび法務大臣から感謝状が
贈られました。

田
沢
湖
庁
舎
で
感
謝
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
秋
田
地
方
法
務
局

大
曲
支
局
よ
り
、
門
脇
氏
へ
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

春の叙勲

元西木村議会議員。

　昭和 32 年９月西木村議会議員

に初当選。以来、昭和 52 年まで

の長きにわたり地域の発展のた

めに尽力されました。地方自治

功労により、このたびの受章と

なりました。

草薙　紀雄 氏
（71 歳　角館町白岩）

倉橋　繁吉 氏
（88 歳　田沢湖生保内）

保
健
衛
生
功
労
。
元
秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院
診

療
放
射
線
技
師
長
。
旧
田
沢
湖
町
生
ま
れ
。

　

昭
和
49
年
４
月
か
ら
秋
田
大
学
医
学
部
附
属
病
院

放
射
線
部
診
療
放
射
線
技
師
と
し
て
勤
務
。
平
成
13

年
４
月
に
診
療
放
射
線
技
師
長
。
平
成
25
年
３
月
同

病
院
を
定
年
退
職
。

６月１日号でお知らせしましたが、草薙紀雄氏と当市出身で秋田市在住の三浦初男氏が

それぞれ人権擁護功労、保健衛生功労で瑞宝双光章を受章されています。

高齢者叙勲

三浦　初男 氏
（62 歳　秋田市柳田）

髙藤　重孝 氏
（88 歳　田沢湖生保内）

人
権
擁
護
功
労
。
宗
教
法
人
代
表
役
員
。

　

人
権
擁
護
委
員
歴
は
昭
和
58
年
９
月
か
ら
11
期
、

31
年
間
。
平
成
９
年
か
ら
大
曲
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
常
務
委
員
、
同
協
議
会
副
会
長
、
秋
田
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
理
事
。

佐藤　善太郎 氏
（88 歳　西木町小渕野）

元農林水産省東北農政局秋田統

計情報事務所農林統計課長。

　 農 林 水 産 省 に 40 年 勤 務 し、

農林統計などを担当。長きにわ

たり職務に尽力された功績が認

められ、このたびの受章となり

ました。

瑞
宝
単
光
章

長年にわたり、さまざまな分野で社会に貢献され

た次の方々が受章されています。

旭
日
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

受章おめでとうございます

元田沢湖町消防団分団長。

　昭和 19 年から生保内村警防

団に入団。昭和 54 年から平成

４年まで田沢湖町消防団分団長

として、地域のリーダー的役割

で活躍。その貢献が認められ、

このたびの受章となりました。

瑞宝双光章 瑞宝双光章民委員協議
会委嘱状伝
達式

主
な
結
果
（
敬
称
略
）

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優　

勝　

第
10
分
団
１
班
（
中
川
地
区
）

準
優
勝　

第
９
分
団
１
班
（
雲
沢
地
区
）

第
３
位　

第
８
分
団
２
班
（
白
岩
地
区
）

●
個
人
表
彰
（
優
秀
隊
員
）

指
揮
者　

阿
部
慶
之
（
第
９
分
団
１
班
）

１
番
員　

小
林
琢
磨
（
第
10
分
団
１
班)

２
番
員　

清
水　

翼
（
第
４
分
団
３
班
）

３
番
員　

黒
澤
武
彦
（
第
10
分
団
１
班
）

●
規
律
訓
練
の
部

優　

勝　

第
９
分
団
（
雲
沢
地
区
）

準
優
勝　

第
８
分
団
（
白
岩
地
区
）

第
３
位　

第
７
分
団
（
角
館
地
区
）

この日挨拶で消防訓練大会を訪れた石破茂地方創生担当大臣（左）。小型ポン
プ操法では、的確で素早い動きが印象的でした。

よ
り
早
く
、
よ
り
正
確
に

仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

　

７
月
５
日
、
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会
が
落
合
運

動
公
園
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
消
防
団
10
分
団
か
ら
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
23
チ
ー
ム
、
規
律
訓
練
の
部
に
７
チ
ー

ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
し
た
団
員
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
大
会
へ
向
け
て
積
み
重
ね
て
き
た
訓
練

の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、培
っ
て
き
た
技
術
、

ス
ピ
ー
ド
、
正
確
性
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
上
位
３
チ
ー
ム
は
、
７
月
18
日
に
行

わ
れ
る
大
仙
・
仙
北
・
美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

　

田
沢
湖
再
生
ク
ニ
マ
ス
里
帰
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
鳴
き
砂
復

活
に
向
け
た
環
境
整
備
と
し
て
、
７

月
２
日
に
鳴
砂
復
活
検
討
協
議
会
の

初
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

７
月
６
日
に
は
、
田
沢
湖
白
浜
で
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
は
こ
れ
ま
で
も
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
本
田
技
研

工
業
株
式
会
社
が
実
施
し
て
い
る

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
の
協
力
も
受

け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
は
、
砂
に
埋

ま
っ
た
ゴ
ミ
を
か
き
出
し
、
効
率
的

に
砂
浜
の
清
掃
が
で
き
る
も
の
で
、

参
加
者
は
一
日
も
早
い
鳴
き
砂
の
復

活
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

鳴砂協議会、白浜クリーンアップ大作戦

田沢湖の鳴き砂を復活させよう

規
律
訓
練
で
は
、
指
揮
者
の
指
示
ど
お
り
に
整
列

し
て
行
動
し
ま
し
た
。

ビーチクリーナーを活用し、ゴ
ミを回収。砂浜表面が柔らかく
なり、清掃後には見違えるよう
にきれいになりました。

アドバイザーの大阪市立大学大学院　原口強准
教授 ( 鳴砂復活検討協議会にて )

地域の話題仙北市のできごとをおとどけ
　　　　　ちいきのわだい
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射撃の腕を競い合う

第 43 回大曲仙北安全狩猟シニア大会
　

６
月
28
日
、
田
沢
湖
ク
レ
ー
射
撃

場
で
第
43
回
大
曲
仙
北
安
全
狩
猟
シ

ニ
ア
射
撃
大
会
が
開
催
さ
れ
、
27
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
射
撃
の
腕
前
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

大
会
成
績
〈
敬
称
略
〉

◇
優　

勝
・
佐
藤 

要
（
大
仙
市
）
27
点

◇
準
優
勝
・
橘 

建
美
（
西
木
町
）
25
点

◇
第
３
位
・
佐
藤
好
三
（
西
木
町
）
25
点

◇
第
４
位
・
川
本 

明  （
美
郷
町
）
25
点

◇
第
５
位
・
黒
川
信
一
（
大
仙
市
）
24
点

◇
第
６
位
・
齋
藤
秀
雄
（
大
仙
市
）
24
点

参
加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
標
的
を
ね
ら
い
、

射
撃
の
腕
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

秋田県農家民宿第１号

農家民宿泰山堂が開業 20 周年
　

７
月
４
日
、
西
木
町
の
農
家
民
宿

泰
山
堂
（
藤
井
け
い
子
代
表
）
が
開

業
20
年
を
迎
え
、
お
祝
い
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
内
陸
線
２
両
を
貸
し
切
り
、

イ
ベ
ン
ト
列
車
の
中
で
、
藤
井
さ
ん

ご
夫
婦
が
お
付
き
合
い
の
あ
る
方
々

約
70
人
に
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

角
館
か
ら
阿
仁
合
ま
で
の
往
復
を

創
作
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
、
三
味
線

の
音
色
や
踊
り
等
を
楽
し
み
な
が
ら
、

懇
談
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

藤
井
さ
ん
は
、「
続
け
ら
れ
た
の
は

皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
次
は
30
周
年
を

め
ざ
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高校３年生が市内事業所を視察

仙北市事業所視察会
　

６
月
24
日
、
大
曲
仙
北
地
域
の
就

職
を
希
望
し
て
い
る
高
校
３
年
生
を

対
象
に
、事
業
所
視
察
会
（
商
工
会
、

企
業
等
連
絡
協
議
会
共
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
事
業
所
へ
の
関
心
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、
今
年
度
は
６
校
か
ら

51
人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
就
職
の
準
備
や
心
構
え

を
聞
い
た
後
、
３
班
に
分
か
れ
市
内

の
製
造
業
、
縫
製
業
、
福
祉
事
業
所

な
ど
計
12
か
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
生
徒
か
ら
は
、「
就
職

に
つ
い
て
前
向
き
に
な
れ
た
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
真
剣
に
説
明
を
聞
き
、
メ
モ
を
と

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

横から見たシルエットは仙北市の地図にそっくり

　

７
月
２
日
、
仙
北
市
の
ご

当
地
怪
獣
「
タ
マ
グ
ラ
ー
」

の
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
の
ご
当
地

怪
獣
を
手
が
け
て
い
る
株
式

会
社
第
一
通
信
社
（
東
京
都
）

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
制
作
さ

れ
た
も
の
で
、
玉
川
温
泉
が

モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
色
々
な
と
こ
ろ
に

出
没
し
、
仙
北
市
の
Ｐ
Ｒ
に

一
役
買
っ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

ご当地怪獣「タマグラー」誕生
　

こ
の
た
び
、
白
寿
を
迎
え
ら
れ

た
大
石
リ
ツ
さ
ん
に
、
仙
北
市
か

ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

6 月 20 日誕生日の大石リツさんは、晴れや
かな表情で白寿を迎えられました。

白
寿
の
お
祝
い

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

第 11 回世界ラート競技選手権大会

高橋靖彦選手が世界２連覇
　

ラ
ー
ト
競
技
者
で
国
内
外
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
高
橋
靖
彦
さ
ん
が
、
６

月
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
た
第
11

回
世
界
ラ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会
の

男
子
個
人
総
合
で
見
事
２
連
覇
を
果

た
し
、
団
体
・
個
人
の
全
て
の
競
技

で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
い
う
快
挙

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ラ
ー
ト
競
技
と
は
、
鉄
の
輪
を
平

行
に
繋
い
だ
器
具
を
使
い
様
々
な
体

操
を
行
う
ド
イ
ツ
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ

で
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
気
が
あ

り
ま
す
。
来
年
は
、
ア
メ
リ
カ
で
同

大
会
が
開
催
と
の
こ
と
で
、
前
人
未

到
の
３
連
覇
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

みちのくコカ・コーラボトリング株式会社と連携

災害時飲料確保の協定書を締結
　

７
月
３
日
、
仙
北
市
と
み
ち
の
く

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会

社
（
谷
村
広
和
代
表
取
締
役
社
長
）

に
よ
る
「
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
の

確
保
に
関
す
る
協
定
」
が
締
結
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
仙
北
市
で
地
震
、
風

水
害
等
が
発
生
し
た
際
、
飲
料
の
確

保
に
つ
い
て
協
力
を
い
た
だ
く
も
の

で
、
市
で
以
前
か
ら
対
応
策
を
検
討

し
て
い
た
と
こ
ろ
、み
ち
の
く
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
か
ら

の
提
案
で
実
現
し
ま
し
た
。
今
後
は

災
害
時
に
飲
料
水
の
提
供
な
ど
支
援

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

田沢湖庁舎で門脇市長と谷村代表取締役社長との間で協定書の調
印式が行われました。

合
計
６
個
の
メ
ダ
ル
を
胸
に
優
勝
報
告
で
田
沢

湖
庁
舎
を
訪
れ
た
高
橋
さ
ん
。「
全
日
本
大
会
を

ぜ
ひ
仙
北
市
で
開
催
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

◇
高
橋
靖
彦
（
た
か
は
し
や
す
ひ
こ
）
角
館
町

出
身
。
角
館
高
か
ら
筑
波
大
、
同
大
学
院
修
了
。

大
学
１
年
生
ま
で
野
球
を
し
て
い
た
が
怪
我
に

よ
り
断
念
。
そ
の
後
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
挑

戦
し
よ
う
と
体
操
部
に
入
り
ラ
ー
ト
に
出
会
う
。

県内随一の農家民宿数を誇る仙北市の中で、泰山堂は常にリー
ダー的立場で、人と人とのつながりを大切にしてきました。

目を疑う？思わぬ珍客にびっくり

　

６
月
20
日
、
田
沢
湖
生
保

内
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
目
撃
し

た
と
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。

思
わ
ぬ
珍
客
に
気
づ
き
、
撮

影
し
た
の
は
坂
本
哲
男
さ
ん

（
生
保
内
字
大
谷
地
）。

　

坂
本
さ
ん
は
「
普
段
カ
モ

シ
カ
は
見
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
自
宅
付
近
で
ニ
ホ
ン
ジ

カ
を
見
た
の
は
初
め
て
」
と
、

び
っ
く
り
し
た
様
子
で
し
た
。

ニホンジカを田沢湖地内で目撃

　

６
月
27
日
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

で
グ
ル
ー
プ
や
職
場
で
役
立
つ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
（
秋
田
県

南
部
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
主

催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
約
20
人
の
受
講
者
は

講
師
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
松
葉
谷
温
子
氏
、
あ
き
た
Ａ

Ｔ
研
究
会
会
長
・
髙
橋
静
子
氏
か
ら

意
見
を
上
手
く
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
さ
っ
そ
く
日
常

生
活
の
中
に
取
り
入
れ
た
い
」
と
い

う
感
想
な
ど
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

よりよい人間関係を築くために

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

グループや職場で役立つコミュニケーション講座

地域の話題仙北市のできごとをおとどけ
　　　　　ちいきのわだい
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～地方創生の実現を目指して～

仙北市が「地方創生特区」になります。

仙
北
市
が
「
地
方
創
生
特
区
」
に
な
り
ま
す
。

～
地
方
創
生
の
実
現
を
目
指
し
て
～

　

こ
の
秋
に
政
令
で
の
「
特
区
」
の
指
定
と

「
区
域
方
針
」
が
総
理
大
臣
に
よ
り
決
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
「
区
域
方
針
」
と
は
、「
特
区
」
の

目
標
や
政
策
課
題
、
そ
の
時
点
で
実
施
が
見

込
め
る
特
定
事
業
（
規
制
緩
和
を
活
用
し
た

事
業
）
や
関
連
す
る
規
制
改
革
事
項
が
示
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

続
い
て
「
特
区
」
に
設
置
さ
れ
る
「
国
家

戦
略
特
別
区
域
会
議
（
略
し
て
区
域
会
議
）」

の
構
成
員
と
な
る
特
定
事
業
を
行
う
事
業
者

が
公
募
さ
れ
、
担
当
大
臣
、
市
長
の
ほ
か
、

総
理
大
臣
が
選
定
し
た
民
間
事
業
者
が
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
区
域
会
議
が
組
織
さ
れ
ま
す
。

　

同
時
に
「
特
区
」
の
名
称
、
実
施
す
る
特

定
事
業
の
内
容
や
効
果
な
ど
、
必
要
な
事
項

を
記
載
し
た
「
仙
北
市
国
家
戦
略
特
別
区
域

計
画
」
が
作
成
さ
れ
、
事
業
者
が
行
う
事
業

計
画
と
と
も
に
「
区
域
会
議
」
で
協
議
さ
れ

　
「
特
区
」
に
指
定
さ
れ
る
と
何
が
有
利
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
つ
目
は
、
規
制
の
緩
和
を
提
案
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
認
め
ら
れ
れ
ば

特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
特
区
」
で
す
で
に
指
定
さ
れ

て
い
る
国
家
戦
略
特
区
の
特
定
事
業
23
事
業

と
構
造
改
革
特
区
の
特
定
事
業
57
事
業
の
規

制
緩
和
事
項
を
、
簡
単
な
手
続
き
に
よ
り
そ

の
ま
ま
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
特
区
」
内
で
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
等
の
先
駆
的
な
事
業
の
資
金
借
入
れ
に
対

し
、
利
子
の
補
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
設
備
投
資
へ
の
減
税
や
研
究
開
発
税
制
の

特
例
、
固
定
資
産
税
の
特
例
等
が
受
け
ら
れ
、

特
区
内
で
の
起
業
等
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
流
れ
は
？

「
特
区
」
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

● 新たな規制緩和の提案が何度で

も可能

● すでに認定されている特区の規

制緩和メニューをどれでも活

用可能

● 事業資金の利子補給や、設備投

資減税、固定資産税の課税特例

等の支援で起業が容易に

● これからの流れ

正式指定

区域方針決定

国家戦略特別区域

会議の構成員の公募

①仙北市国家戦略　

　　特別区域計画作成　

②区域会議開催　　

③事業者の公表と　

申出の受付　　

④総理大臣の認定　

⑤特定事業の実施　

Point

た
あ
と
、
総
理
大
臣
に
申
請
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
さ
れ
た
「
区
域
計
画
」
は
、
総
理
大

臣
を
議
長
と
す
る
「
国
家
戦
略
特
区
諮
問
会

議
」
の
審
議
を
経
て
、
総
理
大
臣
の
認
定
を

受
け
た
の
ち
、
区
域
計
画
に
挙
げ
た
「
特
定

事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
さ
ら
に
新
た
な
特
定
事
業
を
実

施
し
た
い
事
業
者
か
ら
の
申
出
や
、
新
た
な

規
制
緩
和
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
な
ど
は
、

そ
の
内
容
を
「
区
域
計
画
（
素
案
）」
と
し

て
「
区
域
会
議
」
に
提
出
し
、
総
理
大
臣
に

申
請
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
、

地
域
活
性
化
の
種
が
ど
ん
ど
ん
蒔
か
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
以
後
は
、
必
要
に
応
じ
①
か
ら
⑤
を
繰
り
返
す
。

政令による「地方創生特区」の指定は秋頃に予定さ

れていますが、この特区指定による地方創生の可能

性等について、ＡＡＢ秋田朝日放送のグッド！モー

ニングにご出演の岸博幸氏（慶應義塾大学大学院教

授）、俳優の中尾彬・池波志乃ご夫妻ほかをお迎えし、

講演、パネルディスカッションを開催します。皆さ

まのご来場をお待ちしています。

主催:仙北市　後援:秋田県
シンポジウム

地方創生この指とまれ
～市民のやる気がまちを元気に！～

「仙北市を地方創生の
　フロントランナーに」

岸 博幸 氏（慶應義塾大学大学院 教授）

▼パネリスト

金子 裕二 氏
 （有限会社グランビア

代表取締役社長）

原 英史 氏
 （国家戦略特区ワーキング

グループ委員）

門脇 光浩
 （仙北市長）

池波 志乃 氏
（女優・エッセイスト）

中尾 彬 氏
（俳優）

▼コーディネータ　岸 博幸 氏（慶應義塾大学大学院 教授）

「市民のやる気がまちを元気に！」

特別講演

パネルディスカッション

角館交流センター  多目的ホール
（仙北市角館町中菅沢 77-30）

【入場料】無料　　【定員】先着 200 人

【申込方法】電話、ファックス、メールのいず

れかで、代表者氏名、連絡先、参加人数を

お知らせください。

【申込・問合せ】定住対策推進室

　☎ 43-3315　FAX 43-1300
　E-mail teijyu@city.semboku.akita.jp

7月19日（日）

13:30～15:40（開場13:00）
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●
業
務
内
容
／
角
館
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
事
務
業
務
補
助

●
募
集
人
数
／
１
人

●
募
集
要
件
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き

る
方

●
雇
用
期
間
／
８
月
１
日
～
９
月
30
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
契
約
更
新
の
可
能
性
あ
り（
条
件
あ
り
）

●
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

戦
後
70
周
年
に
当
た
り
、
戦
没
者
等

の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

仙
北
市
で
は
、
遺
族
の
高
齢
化
や
交

通
の
利
便
性
を
勘
案
し
、
各
地
区
毎
に

請
求
を
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
と
な
る

方
は
、
日
程
を
ご
確
認
の
う
え
、
最
寄

り
の
地
区
で
請
求
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、広
報
６
月
１
日
号（
８
ペ
ー

ジ
）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
社
会
福
祉
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

仙
北
市
角
館
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

第
10
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
の

請
求
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
の
紹
介
状
を
７
月
22
日 

水  

17
時
ま
で
角
館
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。

●
選
考
方
法
／
書
類
審
査
と
面
接（
面
接

日
時
は
申
込
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

●
問
合
せ
／
教
育
委
員
会  

角
館
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー（
角
館
町
小
勝
田
）

　
☎
（
53
）
２
２
３
９

●
受
付
日
程
／

▼
桧
木
内
出
張
所
：
７
月
16
日 
木 　

▼
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
：
７
月
22
日 
水 
・

23
日 

木 

・
24
日 

金 

・
27
日 

月 

※
右
記
日
程
以
外
の
請
求
受
付
は
西
木
庁
舎

社
会
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。

※
田
沢
・
生
保
内
・
神
代
地
区
の
方
で
請
求

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
社
会
福
祉
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
８
８

●
試
験
区
分
／
高
校
卒
・
一
般
行
政

●
採
用
人
数
／
若
干
名

●
受
験
資
格
／

①
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方（
た
だ

し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期

大
学
・
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）を
卒

業
し
た
方
ま
た
は
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
、
こ

れ
ら
に
相
当
す
る
学
歴
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

●
第
１
次
試
験
／

◎
日
時
／
９
月
20
日 

日 

　

９
時
～
試
験
受
付

◎
会
場
／
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

　
（
秋
田
市
下
北
手
桜
守
沢
46-

１
）

◎
内
容
／
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
教
養

試
験

●
第
２
次
試
験
／
第
１
次
試
験
合
格
者

に
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
用
紙
の
請
求
／
申
込
用
紙
・
受

験
案
内
は
、
７
月
15
日 

水 

か
ら
、
田

沢
湖
庁
舎
は
総
務
課
、
角
館
庁
舎
・

西
木
庁
舎
は
地
域
セ
ン
タ
ー
で
交

付
し
て
い
ま
す
。
郵
便
請
求
の
場
合

平
成
27
年
度 

仙
北
市
職
員
（
高
校
卒
一
般
行
政
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

（
高
校
卒
一
般
行
政
）申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
て

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封

筒（
角
型
２
号
サ
イ
ズ
）
を
必
ず
同
封

し
て
、
総
務
課
職
員
係
へ
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
郵
便
の
事

故
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求

に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
手
続
き
／
申
込
書
等
の
所
要
事

項
を
記
入
し
、
受
験
票
部
分
に
は
最

近
撮
影
し
た
写
真
を
貼
っ
て
、
総
務

課
職
員
係
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い（
郵
送
可
）。
な
お
、
角
館
・
西
木
地

域
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
付
し
ま
せ
ん
。

●
申
込
受
付
期
間
／
７
月
29
日 

水 

～
８

月
26
日 

水 

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
26
日
必
着
に

限
り
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
せ
／

　

仙
北
市
総
務
部
総
務
課
職
員
係

　

〒
０
１
４-

１
２
９
８

　

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

☎
（
43
）
１
１
１
１

生涯学習課　 ☎ 43-3383

田沢湖公民館 ☎ 43-1061

角館公民館　 ☎ 54-1110

西木公民館　 ☎ 47-3100

コ
ー
ル
若
葉

夏
の
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

　

仙
北
市
産
の
そ
ば

粉
を
使
い
、
調
合
、

練
り
、
伸
し
、
切
り

な
ど
、
本
格
的
な
手

打
ち
そ
ば
の
作
り
方

を
体
験
し
ま
す
。
自

分
で
打
っ
た
そ
ば

を
、
し
っ
か
り
と

出
汁
の
利
い
た
つ
ゆ
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。
夏
休
み
期
間
中
な
の
で
、
親
子
で
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
８
月
７
日
金 

10
時
～
13
時

《
会
場
》
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

《
対
象
》
小
学
４
年
生
以
上
の
仙
北
市
民

《
講
師
》
坂
本
昇
氏
ほ
か

《
参
加
料
》
５
０
０
円
（
親
子
の
場
合  

千
円
）

《
持
ち
物
》
調
理
作
業
に
適
し
た
服
装
（
エ
プ

ロ
ン
・
三
角
巾
な
ど
）、
筆
記
用
具

《
募
集
定
員
》
15
人
（
先
着
順
締
切
）

《
申
込
期
間
》
７
月
16
日
木
～
８
月
５
日
水 

　
「
仙
北
市
花
の
あ
る
街
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
、
自
宅
の
お
庭
や
玄
関
先
で
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
る
方
や
地
域
や
企
業

で
花
壇
作
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
々
か

ら
の
作
品
（
花
壇
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
か
ら
の

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
募
集
部
門
》
個
人
・
団
体
・
企
業
の
３
部
門

※
い
ず
れ
の
部
門
も
道
路
か
ら
眺
望
で
き
る
こ
と
を
原

花
の
あ
る
街
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
締
切
間
近

　

神
代
地
区
を
中
心
に
コ
ー
ラ
ス
活
動
を

し
て
お
り
、
今
年
３
年
目
を
迎
え
、
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
斉
唱
・
輪
唱
・
合
唱

な
ど
声
を
合
わ
せ
、
心
を
通
わ
せ
て
歌
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
神
代
中
学
校
文
化
祭
や
仙
北

市
社
会
福
祉
大
会
な
ど
で
歌
声
を
響
か
せ
、

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

大
声
で
精
一
杯
歌
う
こ
と
は
と
て
も
気
持

ち
が
良
く
、
ま
た
、
心
身
と
も
に
健
康
増

進
に
繋
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
練
習

の
成
果
を
発
表
し
、
歌
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
会
員
も
常
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
講
座

「
相
続
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

相
続
大
増
税
時
代
を
目
前
に
控
え
た
今
、
大

切
な
ご
家
族
の
た
め
に
「
相
続
」
に
つ
い
て
一

度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
講
座
で
は
、
大
切
な
資
産
を
大
切
な
人

へ
と
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
基
本
的
な
知
識
や
役

立
つ
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。
相
続
へ
の
備
え
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
８
月
５
日
水 

10
時
～
11
時

《
会
場
》
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー 

大
集
会
室

《
講
師
》
秋
田
銀
行
リ
テ
ー
ル
営
業
部

　

佐
藤 

真
由
美
氏

《
参
加
料
》
無
料

《
持
ち
物
》
筆
記
用
具

《
申
込
期
間
》
７
月
16
日
木
～
８
月
３
日
月 

《
問
合
せ
》
田
沢
湖
公
民
館

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
申
込
期
間
の
平
日
８
時
30
分
か

ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市内で活動するサークルを紹介します。参加してみたい方、　　
活動に興味がある方は田沢湖公民館までお問い合わせください。

受
講
者
募
集

公
民
館
講
座

生涯学習  サークル紹介

則
と
し
ま
す
。
入
園
料
を
徴
収
す
る
な
ど
、
営
業
目

的
の
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

《
応
募
用
紙
設
置
場
所
》
各
地
域
セ
ン
タ
ー
・

出
張
所
・
公
民
館

《
応
募
方
法
》
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

《
応
募
締
切
》
７
月
31
日
金 

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課

活
動
日
時  

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

  

13
時
30
分
～
16
時

活
動
場
所  

神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

会
員
数　

  

26
人
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●
募
集
期
間
／
７
月
16
日 

木 

～
８
月
３

日 
月

●
募
集
住
宅
／

【
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
塚
野
腰
５-

東（
築
16
年
）】

◎
住
所
／

　

西
木
町
西
荒
井
字
塚
野
腰
１
６
４-

１

◎
規
格
／
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
２
階
２
戸
建

◎
月
額
家
賃
／
１
万
９
９
０
０
円
か
ら

（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
１
０
２
０
円

【
菅
沢
住
宅
６-

70
（
築
35
年
）】

◎
住
所
／
角
館
町
菅
沢
46-

１

◎
規
格
／
３
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
３
階
建
２
階

◎
月
額
家
賃
／
１
万
６
３
０
０
円

　
（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
な
し

※
月
額
家
賃
の
３
か
月
分
の
敷
金
の
納
付
、

連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
抽

選
日
か
ら
10
日
以
内
）

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
た
め
、
屋
外

給
排
気
式
（
Ｆ
Ｆ
式
等
）
ま
た
は
電
気
ス

ト
ー
ブ
を
使
用
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の
条

件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
姻
の

予
約
者
を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が
15
万

　

８
０
０
０
円
以
下
。
た
だ
し
、
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
０
０
０
円
以
下

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
単
身
入
居
の
場
合
は
、
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
昭
和

31
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
申

込
可
能
等
）

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
前
に
都
市

整
備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当

日
必
着
）

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　

都
市
整
備
課（
西
木
庁
舎
）、
田
沢
湖
・

角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

　

各
１
通（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
27
年
度
市

県
民
税
課
税
証
明
書  

各
１
通（
所
得
・

控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄
本

１
通（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・
婚
姻

予
定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護
受

給
証
明
書　

１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本　

１
通

　
（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
し
て
い
ま

す
。（
手
数
料
が
掛
か
り
ま
す
）

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、

書
類
審
査
の
う
え
、
公
開
抽
選
（
申
込

人
に
よ
る
く
じ
引
き
）
を
行
い
ま
す
。

◎
抽
選
日
時
／
８
月
11
日 

火  

14
時

◎
抽
選
場
所
／
西
木
庁
舎　

開
発
セ
ン

タ
ー
２
階　

農
林
研
修
室

●
入
居
時
期
／
８
月
17
日 

月 

か
ら
入
居

可
能
で
す
。

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課  

住
宅
公
園
係

　
（
西
木
庁
舎
）　

☎
（
43
）
２
２
９
５

【日本語】

　大
だいせんし

仙市、仙
せんぼくし

北市、美
みさとちょう

郷町にお住
す

まいの外
がいこくじん

国人のた

めの相
そうだんいん

談員を紹
しょうかい

介します。

　生
せいかつ

活する上
うえ

で困
こま

ったことや分
わ

からないことがあり

ましたら次
つぎ

の相
そうだんいん

談員にお気
きがる

軽にご相
そうだん

談ください。

地
ちいき

域 相
そうだんいん

談員 連
れんらくさき

絡先

仙
せんぼくし

北市 坂
さかもと

本　久
ひさこ

子 090-5593-7113

大
だいせんし

仙市 鈴
すずき

木　通
みつあき

明 090-2276-1113

美
みさとちょう

郷町 加
かとう

藤　千
ちえこ

惠子 0187-84-2234

●担
たんとう

当／

▼仙
せんぼくし

北市　教
きょういくいいんかいしょうがいがくしゅうか

育委員会生涯学習課　☎ 0187-43-3383

▼大
だいせんし

仙市　男
だんじょきょうどうさんかく

女共同参画・交
こうりゅうすいしんか

流推進課
　　　　　☎ 0187-88-8039

▼美
みさとちょう

郷町　企
きかくざいせいか

画財政課　☎ 0187-84-4901

【英語】

We introduce counselors for foreigners in Daisen city, 
Senboku city and Misato town.  If you have any questions 
about your life here, please feel free to contact them. 

Area Counselor Phone

Senboku 
City

Ms.Hisako Sakamoto 090-5593-7113

Daisen 
City

Mr. Mitsuaki Suzuki 090-2276-1113

Misato 
Town

Ms.Chieko Kato 0187-84-2234

● Departments ／

▼ Senboku City Board of Education, Lifelong Learning 
　Department
　Phone 0187-43-3383

▼ Daisen City Gender Equality and Exchange Promotion 
　Division
　Phone 0187-88-8039

▼ Misato Town Planning and Financial Division
　Phone 0187-84-4901

【中国語】

为居住在大仙市，仙北市，美乡町的外国人提供咨询服务。
如果您在生活上有什么困难或者遇到什么疑问，请与
以下咨询顾问联系。

地区 咨询顾问 联系电话

仙北市 坂本久子 090-5593-7113

大仙市 铃木通明 090-2276-1113

美乡町 加藤千惠子 0187-84-2234

●担当／

▼仙北市　教育委员会生涯学习课
　电话 0187-43-3383

▼大仙市　男女共同参划・交流推进课
　电话 0187-88-8039

▼美乡町　企划财政课
　电话 0187-84-4901

【韓国語】

다이센시 센보쿠시 미사토쵸 거주하고 계신 외국인 여
러분을 위한 상담원을 소개합니다 .
생활하시는 중에 곤란한 점이나 잘 모르는 점이 있으시
면 다음의 상담원들에게 부담없이 상담해주시기 바랍
니다 .

지역 상담원 연락처

센보쿠시
坂本久子

（사카모토 히사코 ) 090-5593-7113

다이센시
鈴木通明
( 스즈키 미쯔아키 ) 090-2276-1113

미사토쵸
加藤千惠子
( 가토 치에코 ) 0187-84-2234

●담당／

▼센보쿠시 교육위원회 평생학습과
　전화 0187-43-3383

▼다이센시 남녀공동참획・교류추진과　
　전화 0187-88-8039

▼미사토쵸 기획재정과
　전화 0187-84-4901

大
だいせんせんぼくちいきがいこくせきじゅうみんとう

仙仙北地域外国籍住民等サポート事
じぎょう

業のお知
し

らせ

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

    

７
月
31
日 

金   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）、
角

館
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
１
１
１
７

【
平
成
27
年
７
月
31
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の

で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
・
第
１
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴

収
）・
第
１
期

◎
固
定
資
産
税
・
第
２
期

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、
地

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

『
夜
間
納
税
窓
口
』を
開
設
し
ま
す

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159
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平
成
17
年
度
よ
り
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
市
道
神
代
中
央
線
に
つ
い
て
、

平
成
27
年
６
月
現
在
の
進
捗
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

《
国
道
１
０
５
号
よ
り
市
道
西
木
線
ま
で

の
２
０
０
㍍
の
区
間
》

　

平
成
27
年
８
月
１
日
の
供
用
開
始
の

予
定
で
す
。

《
院
内
川
を
挟
ん
だ
６
６
０
㍍
の
区
間
》

　

院
内
川
に
架
か
る
梨
田
２
号
橋
脇
の

樋
管
整
備
工
事
を
今
年
度
中
に
完
了

さ
せ
、
平
成
28
年
４
月
１
日
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

《
今
後
の
予
定
》

　

未
着
手
区
間
で
あ
る
才
津
川
東
側
か

ら
市
道
神
代
中
学
校
線
ま
で
の
区
間

の
用
地
取
得
、
才
津
川
に
架
か
る
新

川
橋
の
新
設
、
道
路
改
良
工
事
を
順

次
進
め
る
予
定
で
す
。

●
問
合
せ
／
建
設
課
（
西
木
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
２
２
９
４

市
道
神
代
中
央
線

道
路
改
良
事
業
の

進
捗
状
況
の
お
知
ら
せ

市道神代中央線 事業計画延長  

国
道
１
０
５
号
線

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

院
内

川

才津川

（新川橋） 

神代中学校

神代小学校

仙北市役所
神代出張所

JA・
就業改善センター

（梨田２号橋） 

 

供用予定 現在 供用中  

工事未着手区間工事着手済区間

供用予定  

 

●
募
集
期
間
／
８
月
31
日 

月 

ま
で

●
応
募
資
格
／
仙
北
市
内
に
住
所
を
有

す
る
会
社
や
個
人

●
制
作
要
件
／
１
８
０
秒
以
内
で
、

Youtube

で
再
生
可
能
な
動
画
形
式

（
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
４
、
Ｗ
Ｍ
Ｖ
な
ど
）

●
選
考
方
法
／
仙
北
市
移
住
促
進
ビ
デ

オ
映
像
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会（
仮
称
）

が
、
優
秀
作
品
（
３
点
程
度
）を
決
定

最
優
秀
賞
30
万
円
！

仙
北
市
へ
の「
移
住
促
進
」を
目
的
と
し
た

ふ
る
さ
と
紹
介
映
像
作
品
を
募
集
し
ま
す

●
応
募
作
品
の
主
な
取
扱
い
／
全
国
移
住

ナ
ビ
と
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

※
著
作
権
は
市
と
な
り
ま
す
。

●
各
賞
／

◎
最
優
秀
賞
（
１
点
）　

謝
金
30
万
円

◎
優
秀
作
品
（
２
点
）　

謝
金
５
万
円

※
税
込
み
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
定
住
対
策
推
進
室
（
田
沢

湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
１
５

　

仙
北
市
で
は
、
定
住
対
策
の
一
環
と

し
て
、
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
さ
れ
る
方

に
「
空
き
家
」
の
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。将
来
的
に
も
使
わ
な
い「
空
き
家
」

を
貸
し
た
い
、
売
り
た
い
方
は
、
市
の

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
「
え
ぐ
き
て
け
だ

ん
し
」
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
定
住
対
策
推
進
室
（
田
沢

湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
１
５

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

仙北市定住応援情報「えぐきてけだんし」HP
　www.city.semboku.akita.jp/egukite/
e-mail  teijyu@city.semboku.akita.jp

　

新（
増
）築
し
た
建
物
に
つ
い
て
、
税

務
課
に
よ
る
「
家
屋
調
査（
訪
問
調
査
）」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
固
定
資

産
税
課
税
の
基
礎
と
な
る
課
税
標
準
額

算
定
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
建
物
を

新（
増
）築
さ
れ
た
方
や
、
平
成
27
年
１

月
１
日
以
前
に
建
設
し
た
建
物
で
ま
だ

調
査
を
受
け
て
い
な
い
家
屋
を
所
有
さ

れ
て
い
る
方
は
、
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
家
屋
調
査
時
に
準
備
し
て
頂
く
も
の
／

間
取
り
図
（
建
築
確
認
申
請
に
添
付

し
た
平
面
図
な
ど
）

※
調
査
は
、
一
般
的
な
家
屋
の
場
合
で
１
時

間
程
度
で
す
。

●
建
物
を
取
り
壊
し
さ
れ
た
方
／
建
物

を
取
り
壊
し
さ
れ
た
時
は
、
早
め
に

税
務
課
、
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
出

張
所
窓
口
へ
「
建
物
滅
失
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
等
は
各
窓
口
の
ほ
か
、
仙
北
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
家
屋
調
査
日
程
／

　

７
・
８
月
中　

角
館
地
区

　

９
月
中　
　

西
木
地
区

ひ
と
り
親
家
庭
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
に
対
し
、
就
業

に
関
す
る
相
談
や
技
能
習
得
の
た
め
の

講
習
会
の
実
施
、
就
業
情
報
の
提
供
等

の
サ
ー
ビ
ス
（
就
業
支
援
バ
ン
ク
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
、
寡
婦
の
経

済
的
自
立
と
生
活
の
安
定
、
子
ど
も
の

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
各
種
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
付
審

査
が
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
到
達
し
て
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
。
中
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
ま
で
）を
養
育
し
て
い
る

父
ま
た
は
母
、も
し
く
は
父
母
に
か
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
平
成
26
年
12
月

よ
り
、
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
で
も
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額

よ
り
低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
の
児

家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
に
関
す
る
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

　

10
月
中　
　

田
沢
湖
地
区

　

11
月
以
降　

市
内
全
域

　
（
土･

日･

祝
日
を
除
く
９
時
～
16
時
）

　

上
記
日
程
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
都
合
の
良
い
日
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
予
定
し
た
地
区
以
外

の
方
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
税
務
課 

固
定
資
産
税
係

（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
１
１
１
７

未
調
査
家
屋
等
に
つ
い
て

　

建
物
に
貼

ら
れ
て
い
る

家
屋
調
査
済

証
の
シ
ー
ル

が
確
認
で
き

な
い
場
合
は
お
伺
い
し
て
事
情

を
お
聞
き
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
未
調
査
家
屋

の
場
合
は
改
め
て
調
査
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
受
給
す
る
た
め
に
は
、
子

育
て
推
進
課
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い

の
状
態
に
あ
る
子
ど
も

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
の
子
ど
も

⑤
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て

い
る
子
ど
も

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

⑦
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
子
ど
も

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

⑨
棄
児
な
ど
で
父
母
が
い
る
か
い
な
い

か
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も

※
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

前
年
度
の
所
得
額
等
に
よ
り
、
手
当
の
一

部
ま
た
は
全
部
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
こ
の
他
の
支
給
要
件
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
子
育
て
推
進
課 

家
庭
援
護
係

（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
８
０

●総務課　☎43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎43-1351　
●神代出張所（サポートセンター）　☎43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎48-2001　
●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎49-2159

information
市役所からのお知らせ
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角
館
・
西
木
の
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
で
、
ゴ
ミ
が
燃
え

る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
中
身
の
残
っ
た
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
が
原
因
で
発
生
し
た
火
災
で
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や

ス
プ
レ
ー
缶
を
ゴ
ミ
に
出
す
際
に
は
、
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て

か
ら
穴
を
開
け
、
空
き
缶
な
ど
の
資
源
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
穴
を
開
け
る
際
に
は
、
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら

開
け
て
く
だ
さ
い
。
中
身
が
残
っ
た
状
態
で
開
け
る
と
引
火
や
爆

発
事
故
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
（
ス
プ
レ
ー
缶
）
の
処
理
に
つ
い
て

　

市
内
の
農
家
民
宿
７
軒
で
、「
第

４
回
農
村
で
楽
し
む
仙
北
は
♡
あ
ー

と
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
仙
北
市
農
山

村
体
験
推
進
協
議
会
（
門
脇
富
士
美

会
長
）
が
主
催
し
、
市
内
の
農
家
民

宿
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
見
立
て
た
会

場
で
、
県
内
外
の
作
家
さ
ん
の
作

品
を
展
示
販
売
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
陶
器
や
布
小
物
、
手
作

り
お
菓
子
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
な
ど
22
店
が
出
店

　

戦
国
時
代
に
こ
の
地
を
拠
点
に

活
躍
し
た
武
将
「
戸
沢
氏
」
に
縁

の
あ
る
５
つ
の
自
治
体
が
集
ま
り
、

そ
の
戸
沢
氏
を
広
く
顕
彰
し
、
郷

土
愛
の
醸
成
と
歴
史
や
文
化
の
継

承
を
行
い
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
、
３
回
目
の
今
年
は
仙
北
市
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
仙
北
市
の
歴
史
の

一
部
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
戸
沢
サ

ミ
ッ
ト
in
仙
北
実
行
委
員
会
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

環境保全センターからのお願い
平成27年度  秋田県総合防災訓練が

仙北市で開催されます

～夏の農山村でのんびりと～

第４回農村で楽しむ仙北は♡あーと展
戸沢サミットin仙北

参加者募集！

第
３
回

産
業
廃
棄
物
を
排
出
さ
れ
る
方
へ

　

市
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
や
各
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
産
業
廃
棄

物
と
思
わ
れ
る
ゴ
ミ
が
持
ち
込
ま

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
産
業
廃

棄
物
は
排
出
者
が
、
そ
の
廃
棄
物

を
法
律
に
従
い
適
正
に
処
理
を
す

る
責
任
が
あ
り
、
市
で
は
収
集
や

処
理
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
産
業

廃
棄
物
の
処
理
や
運
搬
の
許
可
を

持
っ
て
い
る
業
者
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

《
開
催
日
》

　

８
月

17
日
（
月
）

《
会
場
》
温
泉
ゆ
ぽ
ぽ
（
紫
苑
の
間
）

《
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）》

15
時
30
分　

開
場

16
時
00
分　

開
会
行
事

16
時
15
分

　

▼
講
演
「
中
世
の
北
浦
地
方
に

お
け
る
戸
沢
氏
」　

講
師:

仙
北

市
教
育
長　

熊
谷 

徹 

氏

16
時
55
分

　

▼
西
明
寺
中
学
校
生
徒
有
志
に

よ
る
寸
劇
「
新
説  

戸
沢
盛
安
」

17
時
15
分　

引
継
式

17
時
30
分　

戸
沢
さ
さ
ら
披
露

《
参
加
費
》
無
料

《
申
込
締
切
》
7
月
24
日
（
金
）

※
８
月
18
日
（
火
）
門
屋
城
址
（
西
木
町
）

史
跡
見
学
会
（
定
員
10
人
）
を
行
い
ま

す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
併
せ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

《日時》8月 9日（日）　8:30～15:00

《訓練想定》横手盆地・真昼山地を震源とする大地震

が発生するとともに、その大地震の影響を受けて秋

田駒ヶ岳の火山活動が活発化、噴火警戒レベルが上

昇し、その対応にあたる想定です。

《主な訓練内容と場所》

　◆災害対策本部設置訓練（田沢湖庁舎）

　◆ 秋田駒ヶ岳噴火警戒レベル上昇時の大規模避難訓

練（田沢湖地区）

　◆自主避難訓練・自主防災訓練（各地区）

　◆ 災害救助活動訓練（旧角館高校グラウンド、田沢

湖石神、田沢湖高原地区）

　◆ 避難所開設訓練（角館高校、田沢湖総合開発セン

ター、西明寺小学校）

　◆医療救護訓練（角館総合病院、田沢湖病院）

　◆災害ボランティアセンター開設訓練（角館公民館：

小野崎家）

《問合せ・申込み》

戸沢サミット in 仙北実行委員会

（仙北市教育委員会生涯学習課内）☎ 43-3383

《問合せ》

仙北市市民生活課  ☎ 43-3308
環境保全センター  ☎ 54-3305

《問合せ》

仙北市総合防災課

  ☎ 43-1115

県指定文化財（昭和 62 年指定）

の門屋城址

information
市役所からのお知らせ

※
産
業
廃
棄
物
は
事
業
活
動
に

伴
っ
て
発
生
す
る
廃
棄
物
の

う
ち
、
20
種
類
を
産
業
廃
棄

物
と
し
て
法
令
で
定
め
、
事

業
者
は
自
ら
責
任
に
お
い
て

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
（
公
益
財
団
法
人
）

日
本
産
業
廃
棄
物
処
理
振
興

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（公益財団法人）日本産業廃棄物処理振興センター

http://www.jwnet.or.jp/index.shtml

！

《問合せ》

仙北市農山村体験デザイン室

  ☎ 43-3353

《開催日》　　8月 1日（土）・2日（日）　

《開催時間》10:00～16:00
《開催場所》

　① （いおり）　仙北市角館町小勝田前田 65

　②泰山堂　　　仙北市西木町小渕野字落合 56

　③のどか　　　仙北市西木町上荒井字下橋元 97-2

　④くりの木　　仙北市西木町小山田字鎌足 186

　⑤ログハウスの宿仙人　仙北市田沢湖生保内字下高野 71-96

　⑥かまど　　　仙北市田沢湖生保内字黒沢 138-1

　⑦輝湖　　　　仙北市田沢湖潟字蛭児堂 90-2

　◆ 観光客帰宅支援訓練（角館高校、角館駅前、観光

案内所）

　◆遺体安置所開設訓練（西長野交流センター）

《防災フェア》午前10時から午後3時まで角館ワンダー

モール駐車場と角館駅東公園駐車場で、災害時に活

躍する自衛隊・消防・警察の車輌展示や、地震体験

車での地震体験、防災関係企業等からの防災グッズ

用品の紹介を行います。

《訓練へのご理解・ご協力をお願いします》

　◆ 地震発生想定時刻（8:30）に、防災行政無線・エ

リアメール・安全安心メールで訓練放送や配信が

行われます。（サイレンも鳴ります。）

　◆ 各訓練地区では緊急車両がサイレンを鳴らして通

行します。

　◆ 田沢湖地区、角館落合球場ではヘリコプターの離発着

があり、騒音や土ぼこりが発生することがあります。

　◆ 訓練時間内の角館高校への一般車輌の乗り入れは

できません。

し
ま
す
。
作
る
人
の
思
い
が
込
も
っ

た
作
品
を
、
農
家
民
宿
と
い
う
場

所
で
地
元
の
方
々
と
ふ
れ
合
い
を

楽
し
み
な
が
ら
、
仙
北
市
の
技
と

食
、
農
村
で
の
過
ご
し
方
を
満
喫

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

夏
野
菜
の
直
売
も
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
市
内
の
皆
さ
ま
も
当
日
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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保健・健康の掲示板 Bulletin board ほけん・けんこうのけいじばん

◆ 

対
象
者
／
40
歳
以
上
の
方

◆ 

持
ち
物
／
各
種
健
（
検
）
診
受
診
券
、
健
康
保

険
証
、
検
診
料
金
、
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
等

を
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆ 

料
金
／
１
３
０
０
円

※
仙
北
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
、
70
歳
以
上
の
方
、

非
課
税
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の

方
、
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
は
無
料

で
す
。

◆ 

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
芽
を
見
つ
け

る
健
診
で
す
。
毎
年
、
続
け
て
受
け
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
の
芽
を
早
く
見
つ
け
て
摘
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に
一
度
、
健
診
を
受
け

て
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
！

◆ 

対
象
者
／
健
診
対
象
に
該
当
す
る
世
帯
の
方
に

は
、「
健
（
検
）
診
の
お
し
ら
せ
」「
日
程
表
」「
受

診
券
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

角
館
地
区
の
胃
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

７
月
28
日
か
ら
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
会
場
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

※
田
沢
湖
地
区
の
胃
が
ん
検
診
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
７
月
１
日
号
（
20
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
受
診
地
域
は
「
日
程
表
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
指
定
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
他
の
健
診
日

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
対
象
の
方
は
、
８
月
10
日
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
８
月
11
日
よ
り
後
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 胃がん検診日程（受付時間　6:00 ～ 8:00）

期日 会場

角
館
地
区

8月3日 月 健康管理センター

8月4日 火 雲沢集落センター

8月5日 水 中川集落センター

8月6日 木 白岩部落会館

8月7日 金

健康管理センター

8月 9日 日

8月 10日 月 花葉館ロッジ

◆ 特定健診、後期高齢者健診、一般健診、大腸がん検診、

肺がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診日程

　（受付時間　13:00 ～ 15:00）

期日 会場

7月 28日 火

白岩小学校  ホール

7月 29日 水

7月 30日 木 角館中学校  体育館

7月 31日 金 中川小学校  体育館

8月 3日 月

西木保健センター

8月4日 火

8月5日 水 旧上桧木内小学校  体育館

8月6日 木

吉田体育館

8月7日 金

8月 10日 月 骨

西木保健センター

8月 11日 火

【
注
意
点
】

● 

前
日
の
21
時
以
降
は
、
飲
食
、
喫
煙
、

服
薬
を
し
な
い
で
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

● 

市
の
検
診
に
て
受
診
の
結
果
が
繰
り
返
し

「
要
精
密
検
査
」
に
な
る
方
は
、
直
接
医

療
機
関
に
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
ま
た
、
治
療
中
・
定
期
的
に
通
院

の
方
は
引
き
続
き
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

～胃がん検診の日曜健診について～

期日：８月９日（日）

受付：午前 6 時～ 8 時

対象：平日都合のつかない方

定員：100 人（定員になり次第締め切り）

※保健課（☎ 55-1112）に電話での申し込みが必要です。

※待ち時間が長くなることが予想されますので、時間に

余裕をみて受診してください。

※
転
入
等
で
配
布
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
保
健
課
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
に
日
程
表
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

◆ 

持
ち
物
／
各
種
健
（
検
）
診
受
診
券
、
健
康
保

険
証

◆ 

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

新病院における
脳血管内治療について

　

当
院
で
は
、
平
成
14
年
か
ら
脳
血
管
内
治
療
の

先
駆
的
な
先
生
方
（
日
本
脳
神
経
血
管
内
治
療
学

会
指
導
医
）
と
の
提
携
・
ご
協
力
に
よ
り
脳
血
管

内
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
先
生
方

の
ご
指
導
、
ご
協
力
の
結
果
、
当
院
脳
神
経
外
科

医
師
が
同
学
会
専
門
医
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
全

世
界
・
全
国
的
に
は
脳
血
管
内
治
療
は
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
秋
田
県
内
に

脳
血
管
内
治
療
専
門
医
は
ご
く
少
数
し
か
お
ら

ず
、
当
院
は
県
南
で
専
門
医
が
常
勤
す
る
唯
一
の

施
設
で
す
。
当
院
で
は
、
新
築
移
転
を
機
に
最
新

の
機
器
を
整
備
し
て
今
ま
で
よ
り
も
更
に
活
発
な

脳
血
管
内
治
療
を
通
じ
て
、
患
者
さ
ん
の
治
療
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

脳
血
管
内
治
療
と
は
？

最
大
の
特
徴
《
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
》

◎ 

血
管
の
中
か
ら
治
療
す
る
の
で
、
従
来
の
開
頭

術
の
よ
う
に
頭
を
開
け
る
必
要
が
な
い
。

◎ 

太
も
も
の
付
け
根
の
血
管
を
刺
す
だ
け
な
の

で
、
原
則
そ
の
部
位
の
局
所
麻
酔
の
み
で
治
療

可
能
。

◎ 

そ
の
た
め
、
体
へ
の
侵
襲
（
負
担
）
が
少
な
い
。

◎ 

合
併
症（
重
い
心
臓
病
や
肺
疾
患
、糖
尿
病
な
ど
）

の
あ
る
人
や
高
齢
の
方
に
や
さ
し
い
治
療
。

◎ 

手
術
の
み
で
は
治
療
困
難
で
あ
っ
た
病
気
（
特

に
急
性
期
脳
梗
塞
）
を
根
治
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。

欠
点

◎ 

レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
下
の
治
療
の
た
め
、
被
曝
の

問
題
が
あ
る
。

◎ 

造
影
剤
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
が
あ
る
。

◎ 

（
出
血
等
の
）
合
併
症
を
起
こ
し
た
際
に
対
応
し

に
く
い
。

対
象
疾
患

◎ 

急
性
動
脈
閉
塞
（
急
性
期
脳
梗
塞
）

◎ 

脳
動
脈
瘤
（
破
裂
・
未
破
裂
）

◎ 

脳
・
頸
動
脈
狭
窄

◎ 

脳
血
管
奇
形

◎ 

そ
の
他

　

今
回
、
脳
血
管
内
治
療
が
強
力
に
威
力
を
発
揮

す
る
急
性
期
脳
梗
塞
の
血
管
内
治
療
に
つ
い
て
お

示
し
し
ま
す
。

急
性
脳
動
脈
閉
塞
（
脳
梗
塞
）

　

脳
梗
塞
と
は
、
脳
の
動
脈
が
詰
ま
っ
て
血
流
が

途
絶
え
、
脳
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う
状
態
で
す
。

脳
細
胞
は
血
流
が
途
絶
え
る
と
、
数
分
か
ら
数
時

間
で
回
復
不
可
能
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
を
防
ぐ
手
段
は
、
い
か
に
早
く
血
流
を

再
開
さ
せ
る
か
に
尽
き
ま
す
。
現
状
で
は
発
症
4.5

時
間
以
内
で
あ
れ
ば
、t-PA

と
い
う
薬
を
点
滴
で

投
与
す
る
こ
と
が
基
本
の
治
療
で
す
。
し
か
し
、

何
ら
か
の
理
由
でt-PA

を
使
え
な
い
場
合
が
多
い

こ
と
、
ま
た
、
最
近
、
太
い
脳
動
脈
に
詰
ま
っ
た

大
き
な
血
栓
で
は
、t-PA

が
あ
ま
り
効
か
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
血
管
内
治
療
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

① 

血
栓
溶
解
療
法
：
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
方

法
で
、
細
い
カ
テ
ー
テ
ル
を
直
接
血
栓
ま
で

持
っ
て
行
き
、
そ
こ
で
血
栓
を
溶
か
す
薬
を
注

入
す
る
方
法
で
す
。
こ
の
治
療
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

全
身
投
与
（
静
脈
点
滴
・
注
射
）
と
異
な
り
、
血

栓
の
近
傍
で
薬
を
入
れ
る
た
め
に
、
少
量
で
な

お
か
つ
効
果
的
な
薬
効
が
期
待
で
き
ま
す
。

② 

血
管
形
成
（
拡
張
）
療
法
：
動
脈
硬
化
性
病
変
が

主
体
の
動
脈
閉
塞
・
狭
窄
に
対
し
、
風
船
を
使
っ

て
血
管
を
拡
げ
る
治
療
で
す
。

③  

血
栓
回
収
療
法
：
こ
こ
1
～
2
年
で
認
可
さ
れ

た
新
し
い
治
療
法
で
、
ス
テ
ン
ト
（
金
属
メ
ッ

シ
ュ
で
で
き
た
筒
の
よ
う
な
道
具
）
で
血
栓
を

絡
め
取
る
も
の
で
す
。
こ
の
道
具
は
、
現
時
点

で
、
秋
田
県
内
で
使
え
る
病
院
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
分
野
は
進
歩
が
著
し
く
、
更
に
新
し
い
道

具
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
道
具
を
使
用
で
き
る
の
は
、
血
管
内
治
療
専

門
医
か
こ
れ
に
準
じ
た
経
験
を
持
つ
医
師
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
秋
田
県
内
で
緊
急
時

に
こ
れ
ら
の
治
療
が
で
き
る
病
院
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

健康医療情報  ～医療の現場から～

↑
↑

《
治
療
前
》

     

赤
矢
印
が
閉
塞
血
管

《
治
療
後
》

     

閉
塞
部
が
再
開
通

回収された血栓

市立角館総合病院　副診療部長兼血管内脳神経外科科長　山口 卓
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おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

古民家再生 ビッキ倶楽部
７月イベント【ペーパークラフト】
　ご希望によって作る物が選べるため、

初回の方は事前にご連絡を。

【日程】7 月 19 日 日 ・26 日 日

【時間】9:00 ～ 12:00

【会場】ビッキ倶楽部（田沢湖生保内字相

内端 63）

【講師】角田京子

【参加費】1 回 1,000 円（材料費別）

【問合せ】3W 田沢湖事務局 土屋  ☎43-

2370

OSHIRASE NAVIイベント

「カタクリの郷」川遊び体験
　遊泳や魚のつかみ取り、流しそうめん、

スイカ割りなどイベントたくさん！

【日時】8 月 2 日 日 10:00 ～ 12:00

【会場】かたくり館前特設会場（西木町小

山田字八津 249-1）

【募集】親子全体で 40 人程度

【参加費】大人 1,000 円、子ども 500 円

　（飲食・保険料含む）

【受付】7 月 20 日 月 ～

【申込・問合せ】仙北市活性化施設（かた

くり館）  ☎47-3535　《小雨決行》

OSHIRASE NAVIイベント OSHIRASE NAVIイベント

生保内中学校  美術部展
　美術部員 21 人の作品を展示します。

どうぞおいでください。

【日程】7 月 23 日 木 ～ 31 日 金

【場所】田沢湖駅 1 階（フォレイク前）

【問合せ】生保内中学校  ☎43-1181

仙北市保健課   ☎55-1112

健康

熱
中
症
に
ご
注
意
を

　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
暑
く
な
り
、
増
え

て
く
る
「
熱
中
症
」。
熱
中
症
は
、
暑
さ
な

ど
に
よ
り
体
温
の
調
節
が
で
き
な
く
な
る

病
気
で
、
毎
年
４
～
５
万
人
も
の
人
が
救

急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
症
に
な
る
と

命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
少

し
の
工
夫
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熱
中
症
を
「
衣
食
住
」
で
防
ご
う

衣
…
風
通
し
の
よ
い
、
涼
し
い
服
装
を
し

ま
し
ょ
う
。
日
傘
や
帽
子
を
使
っ
て
直

射
日
光
を
防
ぐ
こ
と
も
大
切
で
す
。

食
…
三
食
し
っ
か
り
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
は
熱
中
症
予
防
に
も
効
果
的
で

す
。
豚
肉
や
う
な
ぎ
は
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

が
豊
富
で
、
夏
バ
テ
予
防
に
も
最
適
。

冷
た
い
も
の
の
と
り
す
ぎ
は
胃
腸
の
働

き
を
弱
め
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

住
…
室
内
で
あ
っ
て
も
、
油
断
は
禁
物
で

す
。
部
屋
の
中
は
風
通
し
を
よ
く
し
て

お
く
こ
と
、
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
っ

て
室
温
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

水
分
補
給
を
お
忘
れ
な
く

　「
の
ど
が
渇
い
た
な
」
と
思
っ
た
時
に
は

す
で
に
脱
水
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
水
分

補
給
は
少
し
ず
つ
、
こ
ま
め
に
、
時
間
を

決
め
て
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
農

作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
、
入
浴
後
な
ど
、
汗
を

か
い
た
後
に
加
え
て
、
汗
を
か
く
前
に
も

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

めまいや立ちくらみ、汗がとまらない等の症状が出

てきたら、熱中症の可能性があります。涼しい場所

に行き、水分を取りましょう。このとき自力で水分

が取れない場合は、緊急事態ですのでためらわずに

救急車を呼びましょう。また、体を冷やすことも効

果的です。首やわきの下、足のつけ根は太い血管が

通っていますので、そこを冷やすと効率的に体を冷

やすことができます。

ワンポイン
ト

と思ったら熱中症かな？

　

き
れ
い
過
ぎ
て
、
嘘
っ
ぽ
い
と
言
わ
れ
そ
う
で

す
が
、「
出
会
い
こ
そ
人
生
」
で
す
。
私
が
こ
れ

ま
で
、
ど
う
に
か
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
、
家
族
や

地
域
、
出
会
っ
た
知
人
の
援
助
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
最
近
の
仕
事
で
、
そ
ん
な
思
い
を
強
く
感
じ

て
い
る
幾
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
、
仙
北
市
は
日
本
温
泉
気
候
物
理
医

学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に
知
り
合
っ
た

皆
さ
ん
が
、
今
で
は
地
方
創
生
特
区
「
温
泉
を
核

と
し
た
国
際
交
流
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
構
想
」
の
ご
指

南
役
で
す
。
ま
た
同
年
、
火
山
砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
支
え
て
く
れ
た
国
土
交
通
省
や
大
学
関
係
者

は
、
翌
年
発
生
し
た
供
養
佛
の
土
石
流
災
害
で
陣

頭
指
揮
を
執
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
全
国
鳴

き
砂
サ
ミ
ッ
ト
を
指
導
い
た
だ
い
た
研
究
者
は
、

現
在
は
鳴
き
砂
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
す
。

　

そ
し
て
国
民
文
化
祭
で
は
…
。

　

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
た
秋
田

蘭
画
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
名
刺
交
換
を
し
た
中

に
そ
の
人
は
い
ま
し
た
。「
小
田
野
と
申
し
ま
す
」。

「
小
田
野
さ
ん
で
す
か
。
角
館
か
ら
出
た
小
田
野

直
武
さ
ん
（
解
体
新
書
の
挿
絵
を
描
い
た
欄
画
家
）

と
同
じ
名
字
で
す
ね
」
と
言
い
か
け
て
、あ
れ
っ
？

と
気
が
つ
き
ま
し
た
。
案
の
定
、
小
田
野
直
武
さ

ん
の
直
系
で
、
現
在
は
東
京
に
お
住
ま
い
の
小

田
野
直
光
さ
ん
で
し
た
。「
直
武
を
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
何

か
お
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
さ
ら
ず

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
」。
名
刺
を
よ
く
見
る
と
、

国
の
海
洋
調
査
機
関
に
お
勤
め
で
し
た
。
そ
こ
で

図
々
し
く
田
沢
湖
の
湖
底
調
査
の
お
話
し
を
し
ま

し
た
。「
最
深
部
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
た

い
の
で
す
。
ク
ニ
マ
ス
が
映
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

温
泉
が
湧
い
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
機

材
も
予
算
も
調
達
で
き
ま
せ
ん
」。
す
る
と
小
田

野
さ
ん
、「
何
か
方
法
は
な
い
か
な
あ
」
…
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
小
田
野
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
が

届
き
ま
し
た
。「
市
の
経
費
を
か
け
ず
に
で
き
そ

う
で
す
。
う
ち
の
研
究
所
で
開
発
し
た
最
新
鋭
の

水
中
カ
メ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
を
提
供
し
ま
す
。
あ
と
は

研
究
仲
間
が
手
弁
当
で
手
伝
っ
て
く
れ
る
そ
う
で

す
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
っ
て
、
あ
る
ん
で
す
。

　

昨
年
６
月
、
秋
田
大
学
の
澤
田
賢
一
学
長
に
お

願
い
し
、
学
内
に
「
田
沢
湖
湖
底
研
究
所
」
を
開

設
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
研
究
所
は
そ
の
後
、
全

国
３
つ
の
大
学
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
。
こ
の

秋
、
田
沢
湖
の
湖
底
調
査
は
前
例
の
な
い
規
模
で

本
格
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩

『
出
会
い
こ
そ
人
生
』

No.85

まちづくり
日記

仙北市防犯協会
設立１０周年記念行事
　仙北市防犯協会は、犯罪のない明るい

社会を実現するため、防犯思想の高揚を

図るとともに治安の確保を図ることを目

的に市、警察署、関係団体および市民の

協力により各種防犯活動を推進してきま

した。この度、協会設立10周年を記念し、

次のとおり記念行事を開催します。

【日時】7 月 26 日 日 13:30 ～ 15:30

【場所】角館樺細工伝承館  総合研修室

【次第等】①記念発表（市内中学生）  

　②記念講演（角館高校  校長  青柳徹氏）

　③記念演芸（角館高校  飾山囃子部）

　※入場無料。どなたでも参加できます。

【問合せ】 ▼仙北市防犯協会  事務局  菅

原  ☎090-2885-8843  ▼仙北市総

合防災課  交通防犯係  ☎43-1115

OSHIRASE NAVIイベント

たざわ湖・龍神まつり
【日時】7 月 25 日 土 12:00 ～ 21:00

【会場】田沢湖畔白浜・おまつり会場

【龍の担ぎ手募集】《参加無料》祭りのメイ

ンイベントの 1 つである龍神祭の龍神

輿を一緒に担いでみませんか？終了後に

は「ご苦労さん会」もあります。夏の思

い出づくりにぜひご参加ください！

【問合せ】たざわ湖・龍神まつり実行委員

会（（一社）田沢湖観光協会内）小松、

眞崎  ☎58-0063

OSHIRASE NAVIイベント

OSHIRASE NAVIイベント

夏休み特別上映会
【日程】① 7 月 26 日 日  ② 8 月 9 日 日 

【時間】13:30 ～

【場所】仙北市総合情報センター 2 階研修室

【内容】①「大決戦！ウルトラ８兄弟」

　②長編アニメーション映画「ハードル」 

　※どちらも入場は無料です。

【問合せ】学習資料館  ☎43-3333

塩野米松
聞き書きに学ぶ展

仙北市市制 10 周年記念事業

【会期】8月23日 日 まで

【会場】新潮社記念文学館

【時間】午前 9 時～午後 5 時

　（入館は午後 4 時 30 分まで）

　月曜休館・ただし、7 月 20 日は開館

【入館料】一般（高校生以上）300 円

　小中学生 150 円  ※仙北市民は無料

【問合せ】　新潮社記念文学館 

　☎ 43-3333

大
阪
の
櫓
櫂
職
人 

山
本 

安
平 

氏（
左
）と

塩
野 

米
松 

氏（
右
）【
撮
影
：
齋
藤
亮
一
氏
】

平野庄司
作 品 展
美しい切り絵の世界

【会期】8月23日 日 まで

【会場】平福記念美術館

【時間】午前 9 時～午後 5 時

　（入館は午後 4 時 30 分まで）

　会期中無休

【入館料】一般（高校生以上）300 円

　小中学生 200 円  ※仙北市民は無料

【問合せ】　平福記念美術館 

　☎ 54-3888
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復活  第４回「角館の灯籠流し」
参加者募集
　復活後 4 回目を迎える「角館の灯籠流

し」を今年も開催します。新盆など、先

祖の供養にぜひご参加ください。

【日時】8 月 16 日 日 18:30 ～

【場所】角館桜並木駐車場

【対象】角館地域にお住まいの方　先着

100 人

【申込期間】7 月 21 日 火 ～ 8 月 7 日 金

　平日 10:00 ～ 15:00

【申込・問合せ】角館まちづくり地域運

営体  ☎55-4808　※留守の場合は、

留守電にお名前と連絡先をお話しくだ

さい。後ほど、ご連絡します。

OSHIRASE NAVI募　集

平成２７年度秋田県警察官募集
【募集期間】7 月 22 日 水 ～ 8 月 21 日 金

【第一次試験】9 月 19 日 土 ・20 日 日

【受験資格】 ▼学歴：高校卒業程度  ▼年

齢：昭和 60 年 4 月 2 日から平成 10

年 4 月 1 日までに生まれた者

【試験内容】教養試験、作文試験、体力検査、

身体検査

【問合せ】仙北警察署  警務課  ☎ 53-

2111

OSHIRASE NAVI募　集

～ずっとなくてはならない
私でいるために～

女性の活躍推進フォーラム
参加者募集

【日時】8 月 1 日 土 13:00 ～ 15:00

【場所】よこてシャイニーパレス  5 階ホー

ル（JA 会館：横手市駅前町 6-22）

【内容】 ▼第 1 部  基調講演「自分らしく

仕事と子育て  家族で協力ハッピー計

画」講師 : 上田晶美さん（（株）ハナマ

ルキャリア総合研究所  代表）  ▼第 2

部  シンポジウム：キャリアを活かし

て働く地元女性 2 人が自分の経験を語

ります。  ▼第 3 部  ワークショップ：

来場者の内 25 人ほどにご参加いただ

き女性の働き方について意見交換をし

ます。

【参加費】無料（託児あり要申込）

【申込・問合せ】仙北市企画政策課  

　☎43-1112

OSHIRASE NAVI募　集

県立岩城少年自然の家主催
貝殻・木の実で小物作り
　in 農業科学館　参加者募集

【日時】7 月 25 日 土 ▼午前の部 10:00

～ 12:00  ▼午後の部 13:00 ～ 15:00

【会場】県立農業科学館（大仙市内小友字

中沢 171-4）

【対象】小学生・中学生を含む親子・家族

【定員】午前・午後の部　各 30 組

【募集期間】7 月 23 日 木 まで。定員に

達した時点で募集終了

【費用】年齢にかかわらず 1 人 100 円

【持ち物】参加費、はさみ、作品を入れる

袋など

【申込・問合せ】岩城少年自然の家    

　☎0184-74-2011

OSHIRASE NAVI募　集 申し込み締め切り迫る！

第３０回田沢湖マラソン
参加者募集中
　9 月 20 日 日 に開催される田沢湖マラソンの

参加申込みは 7 月 24 日 金 で締め切りです。申

し込み忘れはありませんか？市民の皆さんも健

康づくりのためにぜひご参加ください。詳しくは

仙北市ホームページをご覧いただくか事務局ま

でご連絡ください。

【申込締切】7 月 24 日 金

【問合せ】田沢湖マラソン事務局（仙北市スポー

ツ振興課内）  ☎43-1116

OSHIRASE NAVI募　集

角館高校
着物寄贈のお願い
　今、角館高校では日本語や英語、中国語、

韓国語、ロシア語での町案内に取り組んで

います。さらに、着物の着付けも学び、着

物で角館を案内することを目指していま

す。そこで、お家で眠っている着物（男性・

女性どちらも）や草履、半幅帯など寄付し

ていただけないでしょうか。帯板やコーリ

ンベルトなどもあると助かります。

【連絡先】角館高校  福原  ☎54-2560

OSHIRASE NAVI募　集

夏休み期間中の事故に注意
　まもなく楽しい夏休みが始まります。

川遊びやバーベキュー、花火などイベン

トがたくさんあります。しかし、楽しい

イベントには様々な危険が潜んでます。

【川遊び】

▼地形により極端に深くなっている箇所

や急流で溺れてしまう恐れがあります。

▼天候の変化による増水や川が濁ってい

る場合は、危険ですのでやめましょう。

【バーベキュー・花火】

▼花火は人や建物に向けてはいけません。

▼ 風が強い場合は火の粉が飛びやすく

なっています。いざというときのため

に水バケツを用意しましょう。

大人が付き添い子どもから目を離さない

ことが大事です。ルールとマナーを守り、

事故のない楽しい夏休みを迎えましょう。

【問合せ】角館消防署  ☎54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

大曲養護学校せんぼく分校（仮称）
学校説明会
　平成 28 年 4 月に旧角館南高等学校跡

地に角館高等学校定時制校舎に隣接して、

大曲養護学校の分校が開校します。分校

についての概略や特色ある教育活動につ

いて、説明会の機会をもちます。ぜひご

参加ください。

【日時】7 月 28 日 火 13:00 ～ 15:00

【会場】角館樺細工伝承館  総合研修室

【問合せ】大曲養護学校せんぼく分教室

　☎42-8568

OSHIRASE NAVIお知らせ

事業主の皆さまへ
　高卒者を対象とした求人の受付が 6 月

20 日から始まっています。また、大卒

等の採用選考が 8 月 1 日から開始され

ます。企業の将来を担う優秀な人材の確

保と、若年者の地元定着による活力ある

地域づくりのため、新卒者の採用枠拡大

と求人の早期提出をお願いします。また、

応募者の適性と能力のみを基準とした公

正な採用選考をお願いします。

【 問 合 せ 】ハローワーク角館  ☎ 54-

2434

OSHIRASE NAVIお知らせ

バスの車内事故防止について
のお願い
　ただいま、走行中のバス車内での事故

を防止するため、「車内事故防止キャン

ペーン」を実施しています。走行中に席

を離れると、転倒など思わぬ怪我をする

場合があります。お降りの際は、バスが

停留所に着いて扉が開いてから席をお立

ち願います。また、バスは安全運転に徹

していますが、やむを得ず急ブレーキを

かける場合があります。満席のため、お

立ちになってご利用いただく場合には、

吊革や握り棒にしっかりおつかまりくだ

さい。バスの車内事故防止に皆さまのご

理解とご協力をお願いします。

【問合せ】 ▼ 秋田県バス協会  ☎ 018-

863-5349  ▼ 東北運輸局秋田支局  

☎018-863-5814

OSHIRASE NAVIお知らせ

７月１６日～３１日
全国海難防止強調運動
　全国海難防止強調運動とは「海難ゼロ

への願い」をスローガンに、全国各地で、

海の安全教室などのイベントを通して海

難防止思想を広める運動です。ふるさと

秋田の、海難ゼロを目指しましょう。

【問合せ】秋田海上保安部交通課

　☎018-845-1624

OSHIRASE NAVIお知らせ

「８０２０」いい歯の
お年寄りを表彰します
　現在 80 歳以上で、自分の歯を 20 本

以上持っている方に認定証を交付します。

また、特に優秀な方は、地区代表として

中央審査会に推薦されます。

【対象】県内に住所を有し、昭和 10 年 3

月 31 日以前に生まれた方

【認定基準】①現在歯数が 20 本以上であ

ること  ②喪失歯がないか、喪失があっ

ても良好な噛み合わせ状態である方

　③歯肉や全身の健康状態、口腔内清掃

状態が良好である方

【申込方法】「8020 いい歯のお年寄り表

彰」の掲示のある歯科医療機関にお申

し出ください。

▼田沢湖地区：くぼた歯科医院、ささき

歯科医院、まつだ歯科医院  

▼角館地区：佐藤歯科医院、カワラダ歯

科医院、城南堂歯科医院  

▼西木地区：にしき歯科クリニック

【申込期限】8 月 28 日 金

【問合せ】大仙保健所  健康・予防班

　☎0187-63-3404

OSHIRASE NAVI募　集

第６６回秋田県統計グラフ
コンクール作品募集
　秋田県では統計に関する知識を広め、

統計の表現技術を高めるため、統計グラ

フ作品を募集します。

【部門】 ▼第 1 部（小学校 1、2 年生）

　 ▼第 2 部（小学校 3、4 年生）  ▼第 3

部（小学校 5、6 年生）  ▼第 4 部（中

学生）  ▼第 5 部（高校生以上、一般）  

▼パソコン統計グラフの部（小学生以

上、一般）

【課題】自由

【規格】仕上げ寸法 72.8cm × 51.5cm

（B2 判）。紙質・色彩は自由

【申込期間】9 月 2 日 水 まで

【その他】詳しくは募集要領をご覧くださ

い。準備講座（あきた県庁出前講座）

も開設しています。

【応募・問合せ】秋田県調査統計課  

　☎018-860-1251

OSHIRASE NAVI募　集

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】7 月 29 日 水 13:30 ～

【会場】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】河村憲史弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】事前に電話予約が必要です。

総務課総務係に電話であらかじめ予約

してください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1 日先着 5 人。1 人 30 分

以内。（① 13:30 ～ 14:00  ② 14:05

～ 14:35  ③ 14:40 ～ 15:10  ④

15:15 ～ 15:45  ⑤ 15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

平成２７年度
第３回パソコンセミナー
　仙北市の方で、転職や再就職を希望し

ている 60 歳未満の方々を対象に、パソ

コンセミナーを開催します。また、雇用

保険受給者の方は、求職活動の実績とし

てカウントできます。なお、応募の状況

により受付を早めに締め切る場合があり

ますのでご了承ください。

【開催日】7 月 30 日 木 、31 日 金 、8

月 3 日 月 、4 日 火 、5 日 水 

【内容】パソコン操作がある程度できる方を

対象とした中級者講座として、WORD・

EXCEL の使い方について講習します。

【時間】9:00 ～ 12:00

【場所】仙北市総合情報センター

【申込期間】7 月 24 日 金 まで

【募集人数】15 人程度

【参加料】無料

【申込・問合せ】仙北市商工課  ☎ 43-

3351

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

ゲストランナー  高橋尚子さん
2000 年シドニー五輪金メダリスト
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１６ 木

●体力・運動能力調査とバランスウォーキング教室（生保内市民体育館 10：00 ～ 12：
00、13：00 ～ 15：00） 7/1･P14

●手作り教室（田沢湖図書館 10：00 ～） 7/1･P25

●家庭的保育者基礎研修（西木総合開発センター） 7/1･P26

●わくわく広場（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） 7/1･P27

●行政相談所開設日（角館交流センター 13：00 ～ 16：00） 7/1･P31

●若返り教室（田沢湖健康増進センター 10：00 ～ 11：30） 6/1･P15 

１７ 金
●まちづくり懇談会（西木総合開発センター 18：30 ～） 7/1･P14

●笑いの会（健康管理センター 10：00 ～ 11：30） 7/1･P19

●出張さくラッコ in 田沢湖（田沢湖健康増進センター 10：00 ～ 15：00） 7/1･P27

１８ 土

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） 7/1･P25

●大曲養護学校せんぼく分教室夏祭り（田町上丁あたりや通り丁内、角館児童館 9：50 ～ 11：
50） 7/1･P30

※停電により市役所各庁舎の電話が不通になります。（詳しくは 7 月 1 日号 14 ページを

ご覧ください。）

１９ 日
●シンポジウム『地方創生この指とまれ』（角館交流センター13：30 ～ 15：40） P7

●古民家再生ビッキ倶楽部【ペーパークラフト】（田沢湖生保内字相内端63　9：00～12：00） P19

●塩野米松先生による聞き書き講座（総合情報センター 10：00 ～ 12：00） 7/1･P22

２０ 月

２１ 火 ●あきた結婚支援センター出張結婚相談会（総合情報センター 10：00 ～ 16：00） 7/1･P31

２２ 水
●こころの相談（角館交流センター） 7/1･P19

●押絵手まり作り教室（西木公民館 9：00 ～ 12：00） 7/1･P24

●若返り教室（角館交流センター 10：00 ～ 11：30） 5/16･P11

２３ 木

●生保内中学校 美術部展 31日まで（田沢湖駅） P19

●押絵手まり作り教室（西木公民館 9：00 ～ 12：00） 7/1･P24

●家庭的保育者基礎研修（西木総合開発センター） 7/1･P26

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～16：00） 7/1･P32

●若返り教室（田沢湖健康増進センター 10：00 ～ 11：30） 6/1･P15 

２４ 金
●さわやか教室（田沢交流センター 10：00 ～ 11：30） 7/1･P18

●行政相談所開設日（桧木内公民館 13：00 ～ 16：00） 7/1･P31

●無料調停相談会（角館簡易裁判所 10：00 ～ 15：00） 7/1･P32

２５ 土
●第45回たざわ湖・龍神まつり（田沢湖畔白浜・おまつり会場12：00 ～ 21：00） P19

●親子陶芸体験教室（角館東地区公民館 9：30 ～ 11：00） 7/1･P24

２６ 日

●夏休み特別上映会（総合情報センター 13：30 ～） P19

●仙北市防犯協会設立10周年記念行事（角館樺細工伝承館 13：30 ～ 15：30） P19

●古民家再生ビッキ倶楽部【ペーパークラフト】（田沢湖生保内字相内端63　9：00～12：00） P19

●仙北市長杯争奪野球選手権大会 7/1･P32

●青少年東北民俗芸能の祭典2015（わらび劇場 10：00 ～ 12：00） 6/1･P21

●角館キッズ学びぃ教室（角館交流センター 9：00 ～ 11：00）

２７ 月 ●角館キッズ学びぃ教室（角館交流センター 9：00 ～ 11：00）

２８ 火

●大曲養護学校せんぼく分校（仮称）学校説明会（角館樺細工伝承館 13：00 ～ 15：00） P21

●こころの相談（角館交流センター） 7/1･P19

●基礎から学ぶ「おもてなしの英会話」（田沢湖総合開発センター18：00～19：00） 6/16･P16

●自然散策会（トレッキング）（田沢湖総合開発センター 8：30 集合） 6/1･P16

●角館キッズ学びぃ教室（角館交流センター 9：00 ～ 11：00）

２９ 水
●無料法律相談（角館交流センター 13：30 ～） P20

●まちづくり懇談会（田沢湖総合開発センター 18：30 ～） 7/1･P14

●若返り教室（角館交流センター 10：00 ～ 11：30） 5/16･P11

３０ 木

●第3回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00 ～ 12：00） P20

●家庭的保育者基礎研修（西木総合開発センター） 7/1･P26

●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） 7/1･P27

●若返り教室（田沢湖健康増進センター 10：00 ～ 11：30） 6/1･P15 

３１ 金

●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～ 19：00） P10

●第3回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00 ～ 12：00） P20

●まちづくり懇談会（角館樺細工伝承館 18：30 ～） 7/1･P14

●「秋田25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！」仙北市選抜チーム選手選考会（生
保内公園野球場外周コース 16：00 ～競技開始） 7/1･P17

仙北市カレンダー ７/１６木  ～３１金

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　
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仙北市が「地方創生特区」になります
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SR　7月6日、田沢湖畔のビーチ
クリーンが行われました（記事3
ページ）。朝、砂浜には小石や小
枝が散らばっていることを確認。
夕方、清掃後の写真も撮影しよ
うと再度湖畔に足を運びました。
明らかにきれいになった砂浜。
偶然にも外国の方が家族で訪れ、
夕日でキラキラ輝かせた湖面を
眺めていました。背景には色鮮
やかなボートが並び、ここは海
外のリゾート地か!?と錯覚する
ほど。映画でもみているかのよ
うなその風景に、改めて田沢湖
の素晴らしさを感じました。

TK　晴天の下で行われた今年の
消防訓練大会。消防団員の皆さ
んが1秒でも早く、より正確な
動作を、と訓練に臨む姿にシャッ
ターを押す私にも自然と緊張感
が伝わってきました。こうした
努力のおかげで市の安全が守ら
れているんだなと改めて感じさ
せてくれる大会でした。

MT　農家民宿泰山堂さん、開業
20周年おめでとうございます。
内陸線の記念イベントには、全
国から多くの方々が集まり、お
祝いに花を添えました。グリー
ンツーリズムや体験学習の実績
はいうまでもなく、子供から大
人まで藤井さんを慕う姿が思い
出されます。これからも30周年
目指して頑張ってくださいね。
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